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順番による傾向を検討し，有意水準は p < 0.05とし




















　ステージごとの周径および ZI をそれぞれ表 2，図
2・ 3に示した．周径は，患側肢でステージ間に差が
みられ（下腿 p = 0.001，大腿 p < 0.001），ステージが
上がるにつれ周径が増える傾向がみられた（下腿 p < 
0.001，大腿 p < 0.001）が，健側肢では差は見られな
かった．しかし ZI は，患側肢，健側肢ともにステー
ジ間に差があり（患側：下腿 p < 0.001，大腿 p < 
0.001，健側：下腿 p = 0.001，大腿 p = 0.010），傾向
検定においても，ステージが上がるにつれ，ZI が上
昇していた（患側：下腿 p < 0.001，大腿 p < 0.001，
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に，患側肢の周径の差は，リンパ浮腫による影響と考
えられる．
　一方，健側肢の周径には差がなかったことから，健
側肢には形状的な差はなかったと言える．しかし ZI
に関しては，患側肢，健側肢ともにステージ間で差が
みられ，ステージが上がる毎に ZI が上昇しており，
健側肢についてもリンパ浮腫が進行していることが推
測された．また，Ⅱ期以上の健側肢の ZI はⅠ期の患
側肢の ZI より大きかったことからも，健側肢の水分
貯留は明らかであろう．よって，周径に表れていなく
ても，健側肢にもリンパ浮腫が生じている可能性があ
り，浮腫の早期発見のためには ZI の測定が有用であ
ることが示唆された．
2．研究の限界と今後の課題
　本研究では，対象者の術前の下肢周径が不明である
ため，測定時点で片側性のリンパ浮腫と判断されてい
る者を対象に調査を行った．ゆえに，健側肢と判断さ
れている下肢であっても術前に比べると少なからず周
径が増加している可能性は否めない．今後は，術前に
周径の測定を行った上で，術後，定期的に周径の測定
および ZIの測定を行い，リンパ浮腫の発生と ZIの変
化を検討していく必要がある．
結　　　　　論
　本研究の結果，腫大や圧痕がみられず，肢周径測定
では片側性と判断されている患者においても，ZI を
用いることで健側肢にもリンパ浮腫が生じている可能
性が推測された．よって，リンパ浮腫の早期発見に
ZIの測定が有用であることが示唆された．
